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支出

LDOインデックスの主な調査結果や部門管理に関する動向については、当社インフォ
グラフィックをご覧ください。

トムソン・ロイター®LDOインデックス第6版では、法務部門のオペレーションにおける重要な3つの分野
（部門管理、支出、テクノロジー）について、以前から継続した変化に加えて新たな傾向が見られました。

ここでは、支出とテクノロジーに関する調査結果を詳しくご紹介します。

支出管理の高度化が進んでいます。法務部門の82% が、自らの外部弁護士費用の管理について、「能動的」、
「最適化」、または「予測的」なアプローチを採っていると認識しています。 

2021年における高度化の水準
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コストの管理について、多くの法務部門が「請求実務ガイドラインの
一般的な実施」が最も効果的だと考えています。

効果的なコスト管理方法
86%の法務部門が、コスト管理のための
標準的なベスト・プラクティスは「請求
実務ガイドラインの一般的な実施」による
請求コスト・料金の削減だと回答しました。
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データ主導型の法務部門へ
より適切な意思決定を行うため、法務部門はトムソン・ロイターのLegal Trackerなどのツールを使用して、様々な指標を測定・
追跡・報告しています。データ主導型の組織になることで、法務部門は自分たちの価値を示し、より効率的に業務を行い、コス
トを削減することができるのです。

最も報告が多かった指標のトップ5を支出関連のデータが占めています。
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法務関連の支出に関してより詳細かつ定量
化可能な指標を測定する企業の法務部門が
増えています。 先進的な部門は、より幅
広い要素のデータを測定しています。
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法務部門は、保有しているテクノロジースタックをさらに発展させる方法を検討しています。

急成長しているソリューション - 今後24ヶ月以内にソリューションの調達を検討している法務部門
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